
2024 年度
聖徳学園中学校 適性検査（3科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
性
検
査
Ⅰ
〈
３
科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

 

文
章
１ 

 

出
典
は
、
竹
内
薫
『「
文
系
？
」「
理
系
？
」
に
迷
っ
た
ら
読
む
本
』
に
よ
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
著
者
が
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ

と
で
社
会
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
身
近
な
例
を
使

い
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
今
後
の
社
会
の
変
化
、
特
に
「
減
っ
て
い
く
（
な
く
な

っ
て
い
く
）
仕
事
」
や
「
新
た
な
仕
事
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
、
仕
事
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
新
し
い
仕
事
が
出
現

す
る
の
か
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

 

文
章
２ 

 

出
典
は
、
黒
川
伊
保
子
『
幸
福
に
な
る
た
め
の
人
生
の
ト
リ
セ
ツ
』
に
よ
る
。

人
工
知
能
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
関
す
る
質

問
に
答
え
る
形
で
、
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
章
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に
は
何
が

で
き
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
は
人
間
を
超
え
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
の

か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

に
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。

〔
問
題
１
〕 

解
答
例 

 

Ａ
Ｉ
の
進
化
と
普
及
に
よ
っ
て
単
純
作
業
や
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
の
自
動
化

が
進
み
、
自
分
の
仕
事
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
（
四
十
九
字
） 

【
解
説
】 

 

「
そ
ん
な
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
指
示
語
が
何
を
指
し
て
い
る
か
を
考
え
る
問

題
で
あ
る
。
指
示
語
の
内
容
は
前
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
前
の

部
分
に
注
目
す
る
と
よ
い
。
文
章
１
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
単
純
作
業
や
、
決
ま

っ
た
こ
と
を
行
う
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
、
ほ
と
ん
ど
が
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に

と
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
す
」
と
い
う
一
文
か
ら
始
ま
り
、「
た
と
え
ば
」
と
し
て
、

そ
の
具
体
例
を
書
い
て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
、
運
転
手
の
仕
事
、
公
認
会
計
士
の
仕
事
、
そ
し

て
企
業
や
役
所
で
の
事
務
作
業
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
Ｉ
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
単
純
作
業
や
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
が
自
動
化
さ
れ

て
し
ま
い
、自
分
た
ち
の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、「
そ
ん
な
大
変
な
時
代
」

が
や
っ
て
き
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

月が月の直径と同じ距
きょ

離
り

を移動するのにかかる時間と、地球の直径と同じ距離

を移動するのにかかる時間を比べることで、地球の直径が月の直径の何倍であ

るかを求める。 

図のＡは、月が地球の影
かげ

に入り始めたときを表しており、このときの時
じ

刻
こく

は午後

８時９分で、Ｂは、月全体が地球の影に入り終えたときを表しており、このとき

の時刻は午後８時１８分なので、月が月の直径と同じ距離を移動するのにかか

る時間は、午後８時１８分－午後８時９分＝９分である。 

月が地球の直径と同じ距離を移動するのにかかる時間は、月が図のＢからＣま

で移動するのにかかる時間から求めることができるから、午後８時５２分－午

後８時１８分＝３４分である。 

よって、地球の直径は月の直径の、３４÷９＝３.７７…より、四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して４

倍であることがわかる。このとき、地球の直径の大きさを１２５００㎞とすると、

月の直径の大きさは、１２５００÷４＝３１２５より、３１２５㎞となる。 

 

 

 

〔説明〕 

①月食の始まりは、８時９分 

②月が入りきるまでに、18－９＝９(分) 

月が地球の影を移動するのに、52－18＝34(分) 

③(地球の直径)÷(月の直径)は、34÷９＝3.77…より、 

四捨五入すると、４ 

④よって、月の直径の大きさは、12500÷４＝3125(km) 

3125               km  
〔
問
題

〕 
解
答
例 

 
自

を

げ
る
（

字
） 

【
解
説
】 

 

「

が
人
を
超
え
る
こ
と
自
体
は
、
れ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
、「

」（

人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
）
が
人
を
超
え
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
「
む
し

、
人
を
超
え
な
き

が
な
い
」
と
も
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
人
工
知
能
が
人
を
超
え
る
こ
と
の

を
説
明
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、「

や

の

で

な
目
に

っ
て
い
る

の

レ
ー
タ
た
ち
は
、

な

ィ
ス
で

の

な
く

る
」
と
い
う
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、「
人

は
『
何
を
（
人
工
知
能
に
）
さ

な
い
べ
き

か
』
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事

と

は

う
」
と
し
て
、
人
工
知
能
が
進

化
・
普
及
す
る
こ
と
に
よ
る
問
題

を
指

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
自

を

げ
る
よ
う
な
『

計
な
お

』」
を
人
工
知
能
に
さ

て
は
い

な
い
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
の

に
よ
り
、
人
間
の
自

を

げ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
問
題

と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

〔
問
題

〕 

解
答
例 

 

解
答

 

【
解
説
】 

 

が

つ
あ
る
の
で
、
ま

は
そ
の

を

理
す
る
こ
と
が
大

で
あ

る
。

が

わ
な
い
と
、減

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で

を
つ

た
い
。

そ
の
た
め
、
答
え
を
書
き
始
め
る
前
の

で

を

り
、

で

が

か
ら

る
こ
と
を

う
。
ま

、

と
し
て
、
文
章
１
と
文
章
２

で

し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
考
え

を
読
み

り
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ

り
、
そ
れ
に
関

す
る
新
た
な
仕
事
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が

し
て
書

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

と
し
て
、
で
読
み

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

自
分
が
身
に
つ

た
い
能

を
書
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
具
体

に
ど
の
よ

う
な
能

を
身
に
つ

た
い
か
、
そ
し
て
な

そ
の
能

を
身
に
つ

た
い
の

か
と
い
っ
た
、
具
体
例
や

体

、
そ
う

う
理

な
ど
を
書
く
と
わ
か
り
や

す
い
。

の

分

も

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 
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適性検査Ⅱ
１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

登校班
はん

のいちばん後ろの人が、横断歩道①を渡
わた

り終えるのに、６０×３＝１８０(ｃｍ)、

１８０ｃｍ＝１．８ｍより、１．８＋９＝１０．８(ｍ)進むことになります。速さが分

速５０ｍの場合、１０．８ｍ進むのにかかる時間は、１０．８÷５０＝０．２１６(分)

より、０．２１６×６０＝１２．９６(秒)で、信号が青の点
てん

滅
めつ

に変わる前に横断歩道①

を渡り終えることはできないとわかります。 

速さが分速６０ｍの場合、１０．８ｍ進むのにかかる時間は、１０．８÷６０＝０．１

８より、０．１８×６０＝１０．８(秒)で、信号が青の点滅に変わる前に横断歩道①を

渡り終えることができるとわかります。また、登校班の先頭の人が横断歩道①を渡り始

めてから横断歩道②の手前に着くまでに、(９＋３６９)÷６０＝６．３(分)かかります。

横断歩道②の信号は、１５＋７＋４８＝７０(秒)ごとに、青、青の点滅、赤をくり返し

ます。６．３分＝３７８秒、３７８÷７０＝５あまり２８より、登校班の先頭の人が横

断歩道②の手前に着いたとき、２８－１５－７＝６(秒)で、信号は赤であるとわかりま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〔式と文章〕 

分速 54mの速さで歩く場合，登校
とうこう

班
はん

のいちばん後ろの人が横断歩道①を渡り

終えるのにかかる時間は、(９＋60×３÷100)÷54×60＝12(秒)より、歩行者

用信号の青が 12 秒点灯している間に渡り終えることができるので、Ａは〇

である。登校班の先頭の人が横断歩道①を渡り始めてから横断歩道②の手前

に着くまでにかかる時間は、(９＋369)÷54＝７(分)で、歩行者用信号は、15

＋７＋48＝70(秒)ごとに、青、青の点滅、赤をくり返すので、７×60÷70＝

６より、Ｂは青である。このとき、登校班のいちばん後ろの人が横断歩道②

を渡り終えるのにかかる時間は、(11.7＋60×３÷100)÷54×60＝15(秒)よ

り、Ｃは〇である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

分速 50ｍ × － － 

分速 ア ｍ ○ 青 ○ 

分速 60ｍ ○ 赤 － 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

道 は、 ○ の４
まい

の
なら

をくり返しています。７０÷４＝１７あまり２よ

り、道 は、 ○ を１７ くり返し、さらに が２ ことがわかります。

よ て、① と② の の は ちら 、 、 、 の の は、 ○ を

から ばよいから、 は 、 は○、 は となります。 

また、３５÷４＝８あまり３より、 の は ○ を８ くり返し、さらに道

が３ から、 と に ○ の３ と４ が 、 からまた ○

をくり返します。よ て、 に 、 に 、 に○を たあと の にうつ

て、 の の に 、 から① に か てまた ○ をくり返し ます。 

の に が んでいる は、 の す て が んでいます。 の に んでいる

の は、８×２＋２＝１８( ) から、 の と の の道 の が である

の は１８ とわかります。 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の と の の道 の が である の  18   

 ① ②    

の
ん

   ○   

の     ○  

 
      

の  ○    ○ 

の   ○    
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

道 は、 ○ の４
まい

の
なら

をくり返しています。７０÷４＝１７あまり２よ

り、道 は、 ○ を１７ くり返し、さらに が２ ことがわかります。

よ て、① と② の の は ちら 、 、 、 の の は、 ○ を

から ばよいから、 は 、 は○、 は となります。 

また、３５÷４＝８あまり３より、 の は ○ を８ くり返し、さらに道

が３ から、 と に ○ の３ と４ が 、 からまた ○

をくり返します。よ て、 に 、 に 、 に○を たあと の にうつ

て、 の の に 、 から① に か てまた ○ をくり返し ます。 

の に が んでいる は、 の す て が んでいます。 の に んでいる

の は、８×２＋２＝１８( ) から、 の と の の道 の が である

の は１８ とわかります。 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の と の の道 の が である の  18   

 ① ②    

の
ん

   ○   

の     ○  

 
      

の  ○    ○ 

の   ○    

 

 
〔問題１〕 

 

【解説】 

２の に を んではい ない。 とあることから、 が

さ ていたこと、 ３から は ではなく としての を さ

たということが分かります。 文 に を たいた後の さは ３００ になる

とあるので、 を１０ に分 ると１ 分の の さは ３０ となり、

の り しのし りの さと になることが分かります。 の から

る を して、 つの になるような解 を しまし う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 では、 り し１ の は ５０ であ た。 後、

の に いた により、 が さ たが、

が を めたことにより、 が１合分の を に

て行き、 人が を１０ の に するようにな

た。 のし りの さが に つが ている。 
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〔問題２〕 

 
選んだ品目 （例）Ａ、Ｃ 
ＡとＣは ちら の１ が であるのに、 の 手

の１ は ではなく である。 

 
 
 
 

 

【解説】 

Ａは の であること が いことから、 であることが分かります。Ｂは

が か たが との り めによ て が が たということが分

かります。この り めは が２００ の を したことであ

り、こ をき か に の の できる場 が ん ん まくな ていき、

は くな ていきました。このことから、Ｂは であることが分かります。また、

文 に か ているＣと を としてつくら る から、Ｃは 、 は

であることが分かります。 ５については、Ａから の の を ま

し う。 

 

〔問題３〕 

【解説】 

７から、 文 に する の が くないこと、 文 に

さ た 文 が とん ないことが分かります。こ らの と、 ６から

た の 題を 合わ て、解 を きまし う。 

文 と わりのある の行 な が してしまうと、 で

文 を するために の が する場がなくな てしまう。

のため、 文 に して らうために で行 を して

することで、 の の に む人に 文 を て

らえるようにする。 
 

A 米 B 魚介類 
C 小麦 D 大豆 
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〔問題２〕 

 
選んだ品目 （例）Ａ、Ｃ 
ＡとＣは ちら の１ が であるのに、 の 手

の１ は ではなく である。 

 
 
 
 

 

【解説】 

Ａは の であること が いことから、 であることが分かります。Ｂは

が か たが との り めによ て が が たということが分

かります。この り めは が２００ の を したことであ

り、こ をき か に の の できる場 が ん ん まくな ていき、

は くな ていきました。このことから、Ｂは であることが分かります。また、

文 に か ているＣと を としてつくら る から、Ｃは 、 は

であることが分かります。 ５については、Ａから の の を ま

し う。 

 

〔問題３〕 

【解説】 

７から、 文 に する の が くないこと、 文 に

さ た 文 が とん ないことが分かります。こ らの と、 ６から

た の 題を 合わ て、解 を きまし う。 

文 と わりのある の行 な が してしまうと、 で

文 を するために の が する場がなくな てしまう。

のため、 文 に して らうために で行 を して

することで、 の の に む人に 文 を て

らえるようにする。 
 

A 米 B 魚介類 
C 小麦 D 大豆 

 

 

〔問題１〕 

１                         １  

    ア             

の の は りのため の は りになるので、 。 の の

は りのため の は りとなり、 。 分、 分は である。5

23 は の と 前なので、アが てはまる。 

【解説】 

１を にして、 の の から、 の のでき を して

を していきます。 の は の の にできます。また、 の

さが いときにできる の の さは く、 の さが いときにできる の さ

は くなります。 

の は７８ と く、 きにできる の さは くなります。また、

の の が より に３０ るため、 の にできる の の

は きとなり が します。 

の は３１ と く、 きにできる の さは くなります。 の

の が より に３０ ることから と に えて、 の にで

きる の の は きとなり、 が します。 

分の は５５ で と の 間にあたり、 の の ち う

であるため、 となります。 にはありま んが、 分 た となります。 

る のアは、 の と 前である 5 23 の のと えら るため、ア

を した に えると、ア となります。 
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１時間ごとの り の さの り が さくな ていくので、 り

の が える より 、 が える の うが ない。したが て、

１時間ごとの は に かう 、間 が くな ている。 

【解説】 

 の を ると 時間ごとの の さの は さくな てい ている

ため、 り は にいくにしたが て、 えにくくな ていることがわかります。

える が く、 える が ないため、 り につ た の間

はわ か つ くな ていくと えら ます。 

 

〔問題２〕 

１  

( の )＋( の さ)－( の )で の の が めら る。

こ を すると、 は の さが い分、 の が きくなるため、

く が きる になる。 

【解説】 

は に て さを変えてあるため、 の を にして さを

ると、( の )＋( の さ)と することができます。 の に

がありますので、( の )＋( の さ)－( の )で、 の を めること

ができます。 

は い時間で の が さくなることから、 い で の が に

たことがわかります。 
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１時間ごとの り の さの り が さくな ていくので、 り

の が える より 、 が える の うが ない。したが て、

１時間ごとの は に かう 、間 が くな ている。 

【解説】 

 の を ると 時間ごとの の さの は さくな てい ている

ため、 り は にいくにしたが て、 えにくくな ていることがわかります。

える が く、 える が ないため、 り につ た の間

はわ か つ くな ていくと えら ます。 

 

〔問題２〕 

１  

( の )＋( の さ)－( の )で の の が めら る。

こ を すると、 は の さが い分、 の が きくなるため、

く が きる になる。 

【解説】 

は に て さを変えてあるため、 の を にして さを

ると、( の )＋( の さ)と することができます。 の に

がありますので、( の )＋( の さ)－( の )で、 の を めること

ができます。 

は い時間で の が さくなることから、 い で の が に

たことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

の より、 の を すと、 の が しにくく

なり、 の の変 がより に くため。 

【解説】 

の を ると、 の きから つ の が りにくくな ているこ

とがわかります。 つ の の と の の の が変 しにく

くな ているため、 つ の から の に る の は に

いていることがわかります。 

の 時 では、 の が なくなると を して 用していました。また、

を さ る の は ではなく、 の に るように さ て り、

の の による がなくなります。このように、この より さらに

が に くよう さ ています。 
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適性検査Ⅲ
１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

①の の は、 ０

９０＝５４００( ２)、

②の の は、１００

４０＝４０００( ２)で

す。 のかげを た 分

の は、１ の さが、３２

÷２＝１ ( )の の

から、 径１ の

を４ 分にした図 の を

て求めることができるか

ら、１ １ －１ １ ３ １４÷４＝５５ ０４( ２)です。 

また、 1のようなお
う じ

で できな は、 の図に

で したように７か あります。よって、 できる は全 で、 

９７２００－５４００－４０００－５５ ０４ ７＝８７４１４ ７２ 

( ２)となります。 

     

 

 

求め  

1のようなお で できな は 7か あるから、 できる は

全 で、97200－5400－4000－55.04×7＝87414.72(cm2) 

 

 できる を えるために な表 

全体の 

 

①の 

の  

②の 

の  

お で

できな

( の影を

た 分の ) 

できる 

 

97200cm2 5400cm2 4000cm2 55.04cm2 87414.72cm2 

 

〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

お が
かべ

に って直 を

とき、 の が る は直 と

なります。 の と ででき

る は、お は直 で き

を えるから、〔問題１〕の【解 説】

の図の で した７か にお て、

の が る は直 となります。ま

た、 の りを とき、お

は の図のように から、

の が る は となります。 
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１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

①の の は、 ０

９０＝５４００( ２)、

②の の は、１００

４０＝４０００( ２)で

す。 のかげを た 分

の は、１ の さが、３２

÷２＝１ ( )の の

から、 径１ の

を４ 分にした図 の を

て求めることができるか

ら、１ １ －１ １ ３ １４÷４＝５５ ０４( ２)です。 

また、 1のようなお
う じ

で できな は、 の図に

で したように７か あります。よって、 できる は全 で、 

９７２００－５４００－４０００－５５ ０４ ７＝８７４１４ ７２ 

( ２)となります。 

     

 

 

求め  

1のようなお で できな は 7か あるから、 できる は

全 で、97200－5400－4000－55.04×7＝87414.72(cm2) 

 

 できる を えるために な表 

全体の 

 

①の 

の  

②の 

の  

お で

できな

( の影を

た 分の ) 

できる 

 

97200cm2 5400cm2 4000cm2 55.04cm2 87414.72cm2 

 

〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

お が
かべ

に って直 を

とき、 の が る は直 と

なります。 の と ででき

る は、お は直 で き

を えるから、〔問題１〕の【解 説】

の図の で した７か にお て、

の が る は直 となります。ま

た、 の りを とき、お

は の図のように から、

の が る は となります。 
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〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

あきおさ の を わ で

するとき、 できる 分は の図

のかげを た 分になるから、 の

は、 

３ ０ ２７０－(３ ０－３２ ２)

(２７０－３２ ２)－５５ ０４ ４

＝３ ００３ ８４( ２)です。２００

２００＝４００００より、 が３ ００３ ８４ ２に の１

の さは２００ より から、 

１９０ １９０＝３ １００、１８０ １８０＝３２４００より、１ の さが

１９０ の をか よ ことがわかります。 

  

 

２ 

〔問題１〕 

 
 
 

【解 説】 

1のように を から たとき、

① Ａを の として、 Ｂ

を りに 径３０cm の の

をえがくように９０ さ ると

き、 Ｂ、Ｃは の
え ょ う

と

なる にあり、 から ると、

球は の と同じ、( ０ ０)

に移動する。 

②①に て Ｂを の と

して、 Ｃを りに 径２０cm

の の をえがくように３０

さ るとき、 のように、 

３０ 、 ０ 、９０ の の

をした を てはめて える

とわかるように、 から た 球は、

０ ０ から ４５ ０ の

に移動する。 

③ 後に、 Ｃを の として、

球を りに 径１０cm の の

をえがくように ０ さ

たとき のように、 を

てはめて えるとわかるように、

から た 球は、 ４５ ０ から

４０ ０ の に移動する。  

 

60                 
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〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

あきおさ の を わ で

するとき、 できる 分は の図

のかげを た 分になるから、 の

は、 

３ ０ ２７０－(３ ０－３２ ２)

(２７０－３２ ２)－５５ ０４ ４

＝３ ００３ ８４( ２)です。２００

２００＝４００００より、 が３ ００３ ８４ ２に の１

の さは２００ より から、 

１９０ １９０＝３ １００、１８０ １８０＝３２４００より、１ の さが

１９０ の をか よ ことがわかります。 

  

 

２ 

〔問題１〕 

 
 
 

【解 説】 

1のように を から たとき、

① Ａを の として、 Ｂ

を りに 径３０cm の の

をえがくように９０ さ ると

き、 Ｂ、Ｃは の
え ょ う

と

なる にあり、 から ると、

球は の と同じ、( ０ ０)

に移動する。 

②①に て Ｂを の と

して、 Ｃを りに 径２０cm

の の をえがくように３０

さ るとき、 のように、 

３０ 、 ０ 、９０ の の

をした を てはめて える

とわかるように、 から た 球は、

０ ０ から ４５ ０ の

に移動する。 

③ 後に、 Ｃを の として、

球を りに 径１０cm の の

をえがくように ０ さ

たとき のように、 を

てはめて えるとわかるように、

から た 球は、 ４５ ０ から

４０ ０ の に移動する。  

 

60                 
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〔問題２〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【解 説】 

①図１のように、台を正面から見たとき、

支点Ａを回転の中心として、支点Ｂを右

回りに半径３０cm の円周の一部をえが

くように６０°回転させる。このとき、

正面から見た図に、３０°、６０°、 

９０°の三角定規の形をした三角形を

当てはめて考えると、電球は、（９０， 

６０）の位置に移動することがわかる。 

②①に続けて、台を正面を下に真上から

見たとき、支点Ａを回転の中心として、

支点Ｂを左回りに２７０°回転させる。

正面のななめ上から見たとき、図２のよ

うに、支柱とアームは重なって見える。 

 

 

台を右から見た図 のように、②に続けて支点Ｂを回転の中心として、支点

を右回りに半径２０cm の円周の一部をえがくように ０°回転させると、電

球は（６０，３０）から（６０， ）の位置に移動する。 

台を右から見た図 のように、 に続けて支点 を回転の中心として、電球を

左回りに半径 ０cm の円周の一部をえがくように９０°回転させると、電球は

（６０，３ ）の位置に移動する。 

台を真上から見たとき、支点 を回転の中心として、電球を３６０°回転させ

る。図 のように台を右のななめ上から見たとき、電球の は（６０， ）を

回転の中心とする半径 ０cmの円をえがく。 
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〔問題２〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【解 説】 

①図１のように、台を正面から見たとき、

支点Ａを回転の中心として、支点Ｂを右

回りに半径３０cm の円周の一部をえが

くように６０°回転させる。このとき、

正面から見た図に、３０°、６０°、 

９０°の三角定規の形をした三角形を

当てはめて考えると、電球は、（９０， 

６０）の位置に移動することがわかる。 

②①に続けて、台を正面を下に真上から

見たとき、支点Ａを回転の中心として、

支点Ｂを左回りに２７０°回転させる。

正面のななめ上から見たとき、図２のよ

うに、支柱とアームは重なって見える。 

 

 

台を右から見た図 のように、②に続けて支点Ｂを回転の中心として、支点

を右回りに半径２０cm の円周の一部をえがくように ０°回転させると、電

球は（６０，３０）から（６０， ）の位置に移動する。 

台を右から見た図 のように、 に続けて支点 を回転の中心として、電球を

左回りに半径 ０cm の円周の一部をえがくように９０°回転させると、電球は

（６０，３ ）の位置に移動する。 

台を真上から見たとき、支点 を回転の中心として、電球を３６０°回転させ

る。図 のように台を右のななめ上から見たとき、電球の は（６０， ）を

回転の中心とする半径 ０cmの円をえがく。 
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〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

月が月の直径と同じ距
きょ

離
り

を移動するのにかかる時間と、地球の直径と同じ距離

を移動するのにかかる時間を比べることで、地球の直径が月の直径の何倍であ

るかを求める。 

図のＡは、月が地球の影
かげ

に入り始めたときを表しており、このときの時
じ

刻
こく

は午後

８時９分で、Ｂは、月全体が地球の影に入り終えたときを表しており、このとき

の時刻は午後８時１８分なので、月が月の直径と同じ距離を移動するのにかか

る時間は、午後８時１８分－午後８時９分＝９分である。 

月が地球の直径と同じ距離を移動するのにかかる時間は、月が図のＢからＣま

で移動するのにかかる時間から求めることができるから、午後８時５２分－午

後８時１８分＝３４分である。 

よって、地球の直径は月の直径の、３４÷９＝３.７７…より、四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して４

倍であることがわかる。このとき、地球の直径の大きさを１２５００㎞とすると、

月の直径の大きさは、１２５００÷４＝３１２５より、３１２５㎞となる。 

 

 

 

〔説明〕 

①月食の始まりは、８時９分 

②月が入りきるまでに、18－９＝９(分) 

月が地球の影を移動するのに、52－18＝34(分) 

③(地球の直径)÷(月の直径)は、34÷９＝3.77…より、 

四捨五入すると、４ 

④よって、月の直径の大きさは、12500÷４＝3125(km) 

3125               km  
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